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大
気
薄
染
に
よ
ゐ
四
園
市
公
書

の
犠
牲
者

を
悼
む
慰
霊
祭
が
鴛

日
、
三
重
県
四
圏
市
市

で
あ

っ

た
。
初
め
て
市
が
共
催
に
加
わ

っ

た
。
慰
霊
祭
は
、
せ
ん
ぐ
く
轟
番

や
遼
族
ら
で
作
る
会
ガ
主
催
し
て

き
た
５
、
高
齢
化
が
進
み
、
存
続

が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
。
市
は

「今

後
も
継
続
し
て
開
催
し
、

教
調
を
伝
え
て
い
き
た
い
」

て
い
る
。

患
者
や
家
族
砕
ほ
か
、
圏

行
市
長
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
企
業
の

関
係
者
ら
が
参
列
し
た
。
今
年
は

公
書
に
つ
り
て
学
ん
だ
市
内
の
小

学
５
年
生
６
人
も
初
め
て
参
加

し
、

「私
た
ち
の
子
ど
も
た
ち
に

も
語
り
継
い
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上

げ
た
。

慰
霊
碑
に
手
を
合
わ
せ
る
患
者
遺
族
め
石
圏
久
美
子
さ
ん

（右
）
と
懸
者
の
野
幽
之

一
さ
ん
――
二
重
県
四
日
市
市
松
本

高
度
経
済
成
長
期
、
コ
ン
ピ
ナ

ー
ト
か
ら
排
・轟
さ
れ
た
煙
で
、
住

民
が
ぜ
ん
そ
く
な
ど
に
な

っ
た
爾

国
市
公
害
．
慰
霊
祭
は
１
９
７
７

年
か
ら
ほ
ぼ
毎
年
間
か
れ

て
き

た
。　
一
四
目
蒲
公
害
患
者
と
家
族

の
会
」
に
よ
る
と
、
当
初
の
数
年

間
は
市
長
が
参
期
し
た
が
、
そ
れ

繭呟「畿 貪量%ヽ J

だ
が
、
２
０
１
１
年
に
は
圏
中

て
三
十
数
年
ぶ

に
参
加
し
た
。
蛇
年

公
害
訴
訟
緻
判
決
か

ら

齢

た
。慰

霊
祭

ち
か
け
た
。
翼

て
、
歴
史
や
教
訓

期
副
捌
剛
劉
潤
調
制
雪
倒
濶
曇

と

す
。四

国
市
公
害
の
記
録
を
続
け
て

い

る

沢

井

余

志

郎

さ

ん

（
鑢

）
は

「
公
害
を
語
り
継
い
で
い
こ
う
と

い
う
行
政
の
積
極
的
な
姿
勢
は
、

画
期
的
な
こ
と
だ
と
思
う
」
と
語

っ
た
。
患
者
と
家
族
の
会
の
容
覇

輝
子
会
長

（
紳
）
は

「巷
ひ
世
代
に

は
、
公
害
の
悲
惨
さ
と

二
度
と
起

こ
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

を
も

っ
と
知

っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
た
。
　

　

　

　

（坂
本
進
）

式
典

を
市
が
主
催
し

降
は
宙
が
慰
霊
祭
に
関
わ
ゐ
こ

は
滝
４
な

っ
て
い

っ
た
と
い

何でしょうtl
市長が 族の苦しみに思いをいたして、歴史の教訓を忘れない」

と表明しているのはとても大事な視点です。

たとえば、新しく開設する「公害と環境未来館」で、公害患者の苦しみ映像

を流し、企業・行政が努力して、青い空がもどり現在の四日市がある。その後

も公害防止技術の移転など四日市は環境先進都市としての役割を果たしている、

と広報したとしましょう。

私は、それだけでは不十分だと思つています。「公害の教訓を伝える」という

のは、単に努力の過程と現在の到達点 (成果)を並べるだけでは、本当の教訂‖

とはならないのです。

公害の教訓につながる歴史の実相をキチンとリアルに (恥ずかしいことも包

み隠さず)表現しなければ (反省を率直に吐露しなくては)心打たないし、教

訓にはならないと考えています。                 (萩 森)
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